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大和市民活動センター［拠点やまと］ 第６３号 ２０１２年１０月１日発行 

2012

１ 

あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 

あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

本号から 3 回にわたって、大和市にあった今はもうない古い

民家の姿を紹介します。描き留めてくださったのは今年 2 月

に亡くなった大久保信昭さん。この「たそがれ」という作品は

昭和 48年（1973年）の作。ほんの 40年ほど前に、この民家

は現存し、ここで生活が営まれていました。喪ったものやこ

と、代わりに得たものやことは何か。絵はそれを問うているよ

うにも見えます。（小杉記） 

＊「あの手この手」は大和市民活動センター

のＨＰではカラーでご覧になれます。 

 

小田急桜ケ丘駅より東

北方向、徒歩５分桜丘

小学校近くの観光農

園にコスモスが一杯。

他にも市内各所で見

られます。 

●大和市スケッチ NOW・３回シリーズ（その１） 矢倉沢往還 絵・柴田 豊（大和市職員） 

 

        カッコーフェスタ'1２  １１月３日(土)・４日(日)実施 
（第 7 回市民活動団体交流まつり）     アイディア募集！ 

    打合せ日程：１０/１１ (木) １４：００～１６：００など４回実施 場所：大和市民活動センター 

寺、鶴林寺、唯一残る商家建築である小倉家住宅（下鶴

間ふるさと館）など歴史ある建築物が集まり、旧往還の両

側には昔ながらの趣きを残す家々が連なります。「かなが

わのまちなみ１００選」「かながわの古道５０選」にも選ばれ

ている歴史を感じさせる景観です。 

－1－ 

 

江戸時代より東海道の裏街道として重要な交通路であっ

た矢倉沢往還が大和市内を通っていました。矢倉沢往還

に沿う形で、現在は国道２４６号が整備されていますが、

大和市内の下鶴間宿を含め、宿場町だった場所を中心

に旧道が残っています。下鶴間宿があった周辺には観音 

＜送付の際、同封されているご案内＞ 

・11/3(土)・４(日)開催 カッコーフェスタ’12のご案内/申込書 
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大和市のまちづくりの手法 

協働事業  

2012年度は市民提案型の 10提案 

行政提案応募型の 2提案が 

協働事業として推進されることになりました。 

・ 12の提案のうち 
新規事業（市民提案型）
はこれです。 

ふくしのあしを増やしたい 
事業名は・・・・・ 

通学、通所、外出支援の 

地域ネットワーク形成 

 

提案者は・・・・・ 

ふくしのあし 

フットワーク 

事業内容は・・・・・ 

障害児・者やその家族と地域住民の交流の場を企画、実施すること

で、通学、通所、外出に関するニーズの掘り下げを行うとともに、ボ

ランティアの発掘、育成を行っていく。 

－2－ 

 

                 事業名 

 

移動制約者の外出介助サービス事業 

障がい者・高齢者のための「外出介助サービス」事業 

大和市移動制約者の外出介助サービス事業 

はぐくねっと 

「冒険遊び場」ツリーガーデン管理運営事業 

ドッグラン管理運営事業 

地域で支え合う「のりあい」を走らせよう 

生活に役立つ日本語の読み書きを学ぶ「つるま読み書きの部屋」 

地域と学校の連携による大和市立渋谷中学校学校開放事業 

 
 
 

みんなでつくろう安心のまち事業 

車
に
気
を
付
け
て
、

一
緒
に
歩
い
て
行

こ
う
ね 

さ
あ
、
公
園
に
行

っ
て
お
砂
場
で
遊

び
ま
し
ょ
う
ね 

この子毎日、学校に行くのが

楽しみになったんですよ 

提案者 
＊「特定非営利活動法人」を「ＮＰＯ法人」と表示。 

ＮＰＯ法人ワーカーズ・コレクティブ ケアびーくる 

ＮＰＯ法人大和市腎友会 

ＮＰＯ法人たんぽぽ 

ＮＰＯ法人地域家族しんちゃんハウス 

緑野青空こども広場ツリーガーデン管理運営委員会 

結の会 

地域と市との協働「のりあい」 

ＮＰＯ法人かながわ難民定住援助協会 

渋谷きんりん未来の会 

 
 

大和女性防犯会 

ＮＰＯ法人日本ガーディアン・エンジェルス大和支部 

市
民
提
案
型 

行
政
提
案 

応
募
型 

大和市 HP｛市民活動・NPO→協働事業の取り組みについて→平成 24年度協働事業等提案の流れ｝をご覧ください。 

 
※ 大和市民活動センターの管理運営は［拠点やまと］と市民活動課との平成 23年度行政提案型協働事業です 

・ 継続事業の市民提案型 9提案、行政提案応募型 2提案は次の通りです。 



「新しい公共」の先進地域  

テーマ：(仮)ファシリテートについて学ぶ 

日 時：1２月初旬を予定 

 
☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

☆ ☆ ☆ ☆ 

 

 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

☆ ☆ ☆ ☆ 

 

 

 
 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9月 17日(月・祝) 晴れ・にわか雨 

今朝、「センター」前が妙に明るかった。隣の商工会

議所入り口横の大きな桜の木が伐採され撤去され

ていた。毎年、春には満開の花見ができ、散った後

は木陰が来館者を憩わせてくれた。老木となり倒れ

る危険が生じたため、予告されていたとはいえ、16

日(日)三連休の狭間で処置されていた。一抹の寂

しさを覚える。 

 

－3－ 

連続共育セミナー 

「サポートセンター」の館長（指定管理者：NPO法人YMCAコミュニティサポート）
からお話を伺いました。 
 

横須賀市は、阪神・淡路大震災後の NPO 活動の高まりと法制定の動

きに合わせて全国に先駆けて「新しい公共」への取り組みを始めた自

治体であり、県内最大規模の施設は市民公益活動推進への熱意のあ

らわれであるように感じました。しっかりとした組織運営を基盤としつ

つ、イベント時には商店街をまわって寄付を集めたり、2 年がかりで市

内の NPO 法人を訪問して聞き取りを行う等、地道な活動を熱心に行

っていることが印象的でした。年配の方々に配慮した広報の検討、公

益活動団体を優先した施設利用基準の導入などは当センターでも今

後取り入れるべき課題であるように思います。（拠点やまと/中山みゆき） 

 

            

 

 

 

 

 

 

                        (拠点やまと/中山みゆき.) 

 着々すすむ「のたろんフェア」 

横須賀市立市民活動サポートセンターのお

まつり「のたろんフェア」は半年前から実行委

員会を開き、準備しています。実行委員会に

人が集まるのはなぜとお聞きしたところ、大学

や高校のボランティア講座に話をしに行った

り、商店街に訪問してフェアのお知らせをした

りなど、センターから出てつながりを求める活

動をすることで、そのつながりが実行委員会

参加にもつながっているとのこと。つながりを

外に出て求めていくことって大事なことと実感

しました。（市民活動課/ 村山真弓） 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

               (市民活動サポートセンター同行 

                       市民活動課/村山真

弓.) 

次回の第 56回連続共育セミナーは 

 

他市「センター」見学リポート(その３) 

 

９月１１日（火）に「横須賀市立市民活動サポートセンター」を訪問 

 

今回は、初めて「センター」を出て渋谷学習センター(高 

座渋谷駅前「ＩＫＯＺＡ」)で開催。 

NPO法人10団体が参加。2012年4月に改正されたNPO 

法に対応するため、今、すべきことについて学んだ。 

信頼される組織になるためには、情報の公開、ルールの 

順守と変化への対処については常に心がけることが大切 

                     とのこと。今日参加した 

                     NPO法人の定款に例 

                     をとり、変更登記等手続 

                     きの必要が「ある・ない」 

                      について具体的に説 

に説 

明し、 

9/14(金)第 55 回を開催し

ました。参加者は 22名。 

 
横須
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サポートセンターのマスコット 

のたろん  not alone 

持続可能な「センター」の運営をめざし 

他市「センター」を見学し情報収集中。 

 

明し、参加者とのヤリトリは細部にわたり、時間を過 

ぎても熱心に続いた。「今日は勉強になりました」と 

一言を聞いた。 

 

ルールに則って、育てていこう！ NPO。 
テーマ：ＮＰＯ法改正 新寄附税制 会計基準 

～知っておきたいポイント～ 

講師：手塚明美さん（ソーシャルコーディネートかながわ理事） 

  ボランティアコーディネーター養成講座 

 ・共通       主催：社会福祉法人大和市社会福祉協議会 

 10/ 9(火) 講演「ボランティア活動とそのコーディネート」 

 10/16(火) 講演「ボランティア活動におけるリスクマネジメント」 

 ・次いで、活動分野別学習会（これのみの参加も可） 

 10/25(木)「福祉施設におけるボランティア活動」（講師） 

 10/27(土)「災害ボランティア活動」（講師） 

 10/29(月)「地区社協個別生活支援活動」（参加者が事例検討） 

 ・時間はすべて、13：30～16：00 

 ・会場はすべて、大和市保健福祉センター4階講習室ほか 

 ・申込みは電話で。Tel：046－260-5643   ＜参加費無料＞ 

※大和市民活動センターも講座開催に協力しています。 

 



 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第 11..33..55((火火))生生放放送送  
99::0000  ⇒⇒1100：：0000  

 

朝ラジ☆ホッとスクランブル 

大和市民活動センターだより 

『やまとっこ☆みつけた 』   
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テーマ： 

「カッコーフェスタ」 

 

第 165回 9/4 (火) 

～認知症サポーターのサポートをしています～ 

＜社会福祉士の会「やまと」＞ 

認知症の方が増えてきている社会で、その方々が暮ら

しやすい社会が、ひいては地域での暮らしやすさにつ

ながるのでは、ということで認知症サポーターをサポー

トするフォローアップ講座を開催。認知症は脳細胞が

こわれていく結果、記憶が失われていく。見当がつか

なくなる。判断力が低下するなどの症状が出てきます

が、回想法で脳が活性化して、元の暮らしに近づける

場合もあるのです。回想法を学んでから接すると、とん

ちんかんな反応も受け入れられるようになり、認知度が

低下している本人の心の安定も得られるようになるとの

こと。本当のことを話すのがよいのか、本人の意向に添

って話すのがよいのか、実例も話された。また、誰にで

も回想法が有効ではないので、いろいろな症状に対応

できるように、経験者から話を聞いて共有しているとの

こと。リクエスト曲は「ダ・カーポ」の『ベストパートナ

ー』。「震災以来沈んでいた気持ちが復活した曲です」

と、顔がパッと輝きました。 

「コンサートでこの曲を聴いて 

涙が止まらなかった」と、今、 

思い出しても涙があふれそう 

な様子で話されたのが印象的 

でした。 

 

 

－４－ 

 

「あの手 この手」 第 63 号  発行日・2012年 10月 1日       発行・大和市民活動センター 拠点やまと 
 

  大和市民活動センター ＜開館・月～土 ９：００～１８：００＞   TEL：046-260-2586  FAX：046-205-5788  
  〒242-００21 大和市中央 1 – 5 - 1              e-mail：yamato@ar.wakwak.com 
       http://www.kyodounokyoten.com/   

来て、見て参加してたくさんの人と

出会い交流を持ってください。昨

年のカッコーフェスタで「おりがみ

サークル」の折った「折り紙」を避

難生活している福島のみなさんに

届けました。（櫻井貞代） 

「カッコーフェスタぁ？」まだ「そ

れ、なに？」の「フェスタ」に違いな

い。けれども 10 年先は「やまと産

業フェア」のほうが「カッコーフェス

タ」の日程に合わせてくれたり 

して。（小杉皓男） 

 

市民活動団体交流まつりを略して「カッ

コー」と命名した若者のセンスを眩しく思いま

す。老若男女、大いに楽しみ、市民活動の

輪が広がりますように。（関根孝子） 

 

第 166回 9/18 (火) 

～被災地の人たちのお茶飲み友達になれたら～ 

＜サポートチーム G＞ 

「復興」とは、もとの状態に戻すことですが、昨年の震 

災で街並みがなくなってしまった現状では、復興＋街 

づくり・地域づくりが必要と感じていると、話された。 

市民活動推進補助金を活用して、「大和災害対応人 

材育成事業」を実施。宮城県東松島市への被災地ボ 

ランティアバスには、小学生から大学生までの 21人が 

参加してボランティア活動をした様子が話された。帰り 

のバスの中で防災、減災の話をした後、一人の大学生 

が「防災意識を持てるグループを作りたい」と発言した 

とのこと。まさに人材育成に寄与する活動だと思いまし 

た。「考えるべきときに考え、行動すべきときに行動す 

ることができるように、普段から心がけたいですね」と感 

想を述べたのはパーソナリティのジョニーさんでした。 

ボランティアバスの第 2弾は 

10/12(金)の夜出発、 

14日（日）に帰ってくる 

予定とのことです。 

 

 

ＦＦＭＭややままとと    
７７７７．．７７ＭＭＨＨＺＺ  

   

さあ～ さあ～ さあ～ お立合い。寄

っておいで！ 見ておいで！ 知っ

ておいて損はない！ これが天下の

カッコーフェスタだ。 みんなおいで

とカッコが鳴く。（弘中健一） 

「まつりだ！祭りだ」パ～ッとね！ 

どうも理屈っぽくて盛り上がらな

い。活動団体が手をひろげるオー

プンフェスティバル、まつりのオー

プン！ （望月則男） 

7回目となる 

カッコーフェスタ、今年どんなカラーになるか

はこれから決まります。たくさんの人出で見て

歩くだけでも楽しいお祭りですよ。（中山みゆき） 

「カッコーフェスタ‘10」では口に絵筆をくわえ

て描く金子寿さんの絵を展示し、ポストカード

を販売。売上げの一部を市民活動推進基金

に寄附。貴重な 2日間でした。（石川美恵子） 

見て・聞いて・知って 市民活動カ

ッコーフェスタは大和の社会貢献

につながる市民活動を知ってもら

うイベント。大和の”ヒトのチカラ”を

感じてください。（村山真弓） 
 

                        カッコーフェスタは活動団体と市民

との交流を、お祭り的に催すものと

思う。仲間を増やそう、資金を集め

よう、活動の理解者を得て寄附を

募ろう、楽しもう！ （浅見正明） 
 
                      

＜これからの出演団体＞

＞。 
第 167回 10/ 2 (火) NPO法人マイセラ・ジャパン 

第 168回 10/16(火) カッコーフェスタ盛り上げ隊 

第 169回 10/30(火) チームしらかし華の会 

 

 

進行役のジョニーです 



 

大和市民活動センター[拠点やまと]が制作発行する 

             月刊広報紙「あの手 この手」。 

2012年１０月号（第６３号）をお届けします。 

 

 

日本の平均寿命が下がった原因のひとつに「20歳代の自殺の増加も影響している」という厚生

労働省の分析が載った新聞の記事に「ほんとかよ」と反応してしまったことを 8 月号の「お届け

文」に記しました。 

なぜ？ と、いろいろ考えていたときに「やまと自殺対策フォーラム」という催しが 9 月 8 日

（土）に大和市保健福祉センターでありました。これに参加しました。会場 400 席はほぼ満員。

関心の高さが伝わってきました。主催は、やまと自殺対策フォーラム実行委員会。福祉・司法・

教育関係・学識経験者などの分野で活躍している方々で構成されているとありました。 

この実行委員会の委員長・上村政行さんが「フォーラム」開演のあいさつのなかで、「景気低迷、

社会保障も受けられず、借金が原因での家庭崩壊など、自殺予備軍の切迫した状況がある」とい

うお話をされました。 

後日、「自殺者の年代別状況・大和市」（2009 年～2011 年）という資料を大和市健康福祉総務

課から受け取りました。これによると、20 歳代から 40 歳代の自殺率は 49.6%。毎年大和市では

50人近くの市民が自ら命を絶っているとありましたが、その半分を占める市民は実に働き盛りの

世代なんですね。 

市の自殺対策事業のスローガンは今年度も「守ろう いのち あたたか 大和」。そうでありたい

と私も思う。いくつもの相談窓口が用意されているにも関わらず、それでも働き盛りがそれらの

ネットから外れ、なぜ自死を選んでしまうのか。 

 

7/28 付け東京新聞社説に「過労社会 まず休息から考えよう」と、見出しがあり、「長時間労

働はうつ病などの精神障害の引き金となる恐れがある」とありました。 

ある青年が私に言う。「おじさん、今はあのね、8時間勤務なんて、それ夢のまた夢だよ。ぼく

のまわりのやつで、レストランの名ばかりの店長、もう 24時間ぶっとおしで働いて、居眠り運転

で事故ちゃって死んだ。これ、自殺じゃないけれどさ」。 

 

働き盛りが働き甲斐がある仕事をする。これ、本来あたりまえのことだ。その道を目先の利益

にとらわれず、行政も企業も市民も参加し、知恵を出し合い考え、さぐる「フォーラム」（＊）が

できればと思う。                記・小杉皓男[拠点やまと]広報係 2012/09/17  

（＊）フォーラム＝forum。原義は古代ローマで公の集会所に使用した広場） 

 

 

 

 


